
              

                  

 

 

 

 

 

 

開催日時：2018年 7月 29日（日）11時～14時 

台風 12 号の影響で、直前まで開催が危ぶまれましたが、台風一過の気持ち良い晴天の日曜日、

「2018年度 生涯学習の集い」が開催されました。昼食を用意した会費制で 40名の方にご参加い

ただきました。講座では聞けない杉山邦博名誉センター長の「よもやま話」や SGGクラブのメンバ

ーによる「英語でふるさとガイドフィールドワーク報告」、中国語講師史念先生による「中国旅行

記」、中国語受講生による「中国語クイズ」など大変盛り上がりました！会の最後にはお楽しみ抽

選会もあり、今年も大盛況で幕を閉じました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 

 

発行日 ２０１８．１１．１５ 発行 日本福祉大学 ＬＥＣ会運営委員会  ♪生涯学習受講生の手でつくる会報誌です♪ 

2018年度生涯学習の集い 

 

杉山邦博名誉センター長の「よもやま話」。 

相撲に関わって 40年、力士との交流の中に気づきがたくさん

あります。 

SGGクラブ 

「英語でふるさとガイドフィールドワーク

報告」 

 

SGGクラブ 

「ごんぎつね 英語で朗読」素晴らしい

英語朗読に思わず拍手喝采!! 

 

LEC の広場
通刊 №60 



腕試しのチャレンジ旅 

Have Fun in English  受講生 奥岡 充 

私がＬＥＣに参加したのは、定年退職した６年前、有り余る自由時間の消化と新しい友人作りという安易な動機

からだった。海外旅行に役立てばと、英語講座を選択。最初は、ネイティブ講師の聴き取りに苦労したが、２年

目からはリラックスして授業を楽しめるようになった。レッスン後のクラスメイトとのティータイムでは、海外

旅行経験の豊富な方が多く、お勧めの観光スポットの話題や旅先での失敗談等で話が盛り上がり、徐々に新しい

友人の輪も広がっていった。３年前の夏、仲間の一人から、「せっかく英会話の勉強をしているので、日頃の成

果を試してみよう。」との提案があり、有志５人で“チャレンジ旅”フィリピン短期語学留学２週間の旅に出掛

けることになった。なぜフィリピンか？英語人口が米・英に次ぐ世界第三位でレベルが高く、飛行機で約４時間

と近く、リーズナブルな価格で、日本人経営で安心という理由からだった。 

学校は首都マニラから車で３時間程のアンヘルスという人口１５万人ほどの町

にある「ASIANS BRIDGE LANGUAGE SCHOOL」を選んだ。小ぢんまり

した家族的な学校で、全員２０・３０代と若く熱心な先生が１０名程在籍して

いた。到着翌日には、いきなりレベル判定試験があり、久し振りの筆記試験、

暑さと緊張で鉛筆が滑り、思うように筆が進まず、思わぬ苦戦のスタートとな

った。一日のカラキュラムは個人授業５時限、グループ授業２時限のハードス

ケジュール。個人授業は、自己紹介や趣味の話でスムーズに始まったものの、

授業が進むと、思わぬ難題が待ち構えていた。突然、先生から「What do you 

think about a surrogate mother?」(代理母についてどう思う？)と訊かれ、

思わず「はあ？」と言ってしまった。“surrogate mother”？聞いたこともない言葉、「代理母」との説明を

聞いても、考えた事も無かった課題に、思わず固まってしった。小さな個室に、全く日本語の解らない先生と向

き合い、頭にある単語を総動員して説明しようと悪戦苦闘の５０分間、あっという間に過ぎてしまった。また、

国の文化の違いについて話し合った際、フィリピンでは若い世代が親兄弟を大切にし、親の家を建てる為や、弟

妹に高等教育を受けさせる為に、若い時から働くのが当たり前とのこと。日本の古い習慣が今も残っている事を

聞き羨ましくも思った。逆に、最近の日本では、親が子供の為に家を建てたり、親の年金に頼って生活している

若者が増えているという現状の説明に、信じられないとの先生の感想だった。ただ、フィリピンでは、未だに“One 

day millionaire”(その日のお金はその日に使ってしまう)の古い考えが残っており、無計画なその日暮らしの生

活を送っている人も大勢いるとのことだった。また、「人生で最も幸せだった事」「最も恥ずかしかった出来事」

等を主題とした自由作文の宿題に、深夜まで辞書を片手に頑張った日もあった。しかし、苦しい事ばかりではな

かった。ホテルに帰ってからは、全員で部屋に集まり、その日の失敗談、

先生の評価、休日の楽しみ方の相談等、酒を片手の歓談は深夜まで続い

た。土日には、全員でショッピングモールに出かけ、買い物や食事を楽

しみ、格安のマッサージも体験できた。プレーヤーに一人ずつのキャデ

ィーという、贅沢ゴルフも満喫できた。苦しくも楽しい中身の濃い２週

間のチャレンジ旅だった。今回の体験で、英会話能力が向上したかは疑問

だが、外国の人と話す事への抵抗感は払拭できたと思う。おかげで、昨年

のスイス旅行では、ＵＡＥの青年やエス

トニアの若いご婦人に話かけ、楽しい会話も経験でき

た。ＬＥＣのおかげで、新しい友人に巡り合い、貴重

な体験もできた。ＬＥＣありがとう！ これからも、

頭と足腰の許す限りＬＥＣで学び続けたい。 卒業パーティー 



 
『地域で子育て家庭を支えるために』 

 
子育てを取り巻く環境が目まぐるしく変化する中、子育てに対する保護者の負担や不

安は大きくなってきています。そうした子育て家庭の孤立化、虐待の予防のためにも地

域による子育て支援の必要性が高まってきています。 

子育てを取り巻く現代的な課題や地域における子育て支援や保護者支援の方法につ

いての理解を深めながら、子育て家庭が明るく、笑顔でいられるために、地域でどのよ

うな支援ができるか一緒に考えてみませんか。 
 

講 師 渡辺 顕一郎（日本福祉大学 子ども発達学部教授） 

日 時 12月 15日（土） 10:00～12:00 

場 所 クラシティ 3階 市民交流センター ホール 

 

 

日航機１２３便墜落 

もっと楽しみに！中国語中級  受講生 阪巻 哲夫  

１９８５年８月１２日羽田発大阪行日本航空１２３便が、御巣鷹山で墜落して３３回目の夏を迎え

る。羽田を出た１２分後に尾翼方向舵が損傷して３２分間蛇行した後、午後６時５６分に墜落し、

乗員乗客５２０名死亡、生存者４名という大事故だった。直後、住民から墜落地点を特定する情報

が寄せられていたが、墜落時には上空に米軍横田基地所属のヘリコプターが追尾していて、自衛隊

ヘリの到着により即時引き返した。昨今この 経緯
い き さ つ

について各方面での様々な推測がなされていて、

自衛隊機の追尾演習用のオレンジ色のドローンの衝突説もあり、事故後これの除去に自衛隊が当た

っていた為、事故現場発見は１６時間後となった。現に生存者４名は地元消防団によって発見救助

された。今でも捜索隊がもっと早く着いていれば助かったのではないかという遺族の声も聞こえる。 

今年もまた御巣鷹の山麓に熱い夏が訪れる。（2018 年 7 月 21 日（土）記） 

  
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

  
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 【半田市共催】子育て支援講座開催！！ 

 



2018 年度作文コンクール入賞作品の閲覧案内 
 
  
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

日 時  2018年 7月 29日（日）11：00～14：00 

場 所  半田キャンパスコミュニティセンター 

参加者  受講生 29 名・受講生以外 1名・講師 9 名 

  

●「集い」の企画の中で良かったもの。 

杉山邦博先生の講話   26 名 

史念先生の中国旅行記  22 名 

SGGクラブ フィールドワーク報告 13 名 

中国語クイズ  12 名 

お楽しみくじ引き   7 名 

●主な感想・ご意見など  

・他の講座の内容が少しでもわかってよかった。 

・普段会えない人に会えてよかった。   

・含蓄のある言葉について学びました。  

・日頃は日程が合わず、史念先生の講座に参加できな

いが、今日は色々聞けてよかった。  

・杉山先生のお話が面白かった。    

 

・楽しいお話しが聞けてよかった。  

・杉山先生のお話は興味深く、引き込まれたし、話し方

も勉強になった。 

・中国に行きたいと思ったことはなかったが、史念先生

のお話を聞いて行ってみたくなった。  

・杉山先生の実況の再現も聞きたかった。 

 

●生涯学習の集いは開催時期はいつ頃がよろしいですか。 

・前期     11名  

・後期の前半 11 名  

・その他 10～11月（2名）、7～8月（1名）  

 

●その他、生涯学習センターへの要望等、ご自由にご記入ください。 

「講座」について 

・継続して受講していきたいと思っています。 

・開講日をもう少し長い期間お願いしたい。 

「生涯学習の集い」について 

・開催時期のお知らせをもっと早めに知らせてほしい。 

・以前のように生涯学習が盛んになればと思う。 

・今日の集いありがとうございました。 

・大変楽しかったです。 

・違う講座の方と交流ができてよかったです。 

この会報誌「ＬＥＣの広場」は皆様の投稿で作られています。近況、短信、何でも結構です。投稿をお待ちしています。 

また、http://www.netnfu.ne.jp/lec/community/ から「LECの広場」バックナンバー、最新情報もご覧頂けます。 

 2018年度生涯学習の集い（ご報告） 

 
 

2018年度作文コンクール「知多の子どもたちからのメッセージ」で表彰された小・中学生のみなさんの作品が、日本福祉大学

のホームページで紹介されています。過去の受賞作品も公開中です♪ 

ホームページ http://www.netnfu.ne.jp/lec/sakubun/ 

※生涯学習センターHP のトップページの右下「作文コンクール」からも見ることができます。 

http://www.netnfu.ne.jp/lec/community/
http://www.netnfu.ne.jp/lec/sakubun/

